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１．第３次丹波市総合計画の背景と趣旨 

 

本市では、丹波市自治基本条例において、長期的な視点に立ち総合的かつ計画的な市政運営

を行うため、市の政策の最上位計画として、総合計画を策定することが定められています。 

平成 26（2014）年度には、丹波市自治基本条例に基づく初めての総合計画として、令和６年

度までを計画期間とする「第２次丹波市総合計画」を策定し、実現するべきまちの将来像に「人

と人、人と自然の創造的交流都市～みんなでつなぐ丹（まごころ）の里～」を掲げ、人がつなが

り、助けあう力を育んでいくことで、持続可能なまちづくりを進めてきました。 

この間、全国的な少子高齢化・人口減少の加速化、地球環境問題の深刻化、新型コロナウイル

ス感染症の流行など、私たちの暮らしがこれまで経験したことがない大きな社会情勢の変化に

さらされることとなりました。本市においても、産業経済の縮小や地域・福祉を支えるコミュニ

ティの低下などが加速度を増したなかにあって、市民や地域、事業者、行政が力を合わせて直面

する課題に立ち向かってきました。 

そして、この先は、子育てや医療、福祉、産業、環境などあらゆる分野で危惧されている将来

の担い手不足の問題を見据え、人口減少下でも活力あるまちを維持するために、多様性やデジ

タル化など時代の要請を踏まえた転換期に差し掛かっており、私たちの暮らしも新たなステー

ジに進もうとしています。 

このような背景を踏まえ、市民一人ひとりが主役となって力を発揮し、未来へつなぐまちづ

くりの羅針盤となる「第３次丹波市総合計画」を策定します。 

 

 

― 丹波市自治基本条例 ― 

 

自治基本条例とは、市民が主役となり、行政、議会と連携しながら、住みよいまちをつくって

いくための基本的ルールを定めたもので、「自治体の憲法」とも呼ばれます。 

 

丹波市自治基本条例（抜粋） 

（総合計画） 

第 28条 市は、総合的かつ計画的な市政運営を図るために、長期的視点に立つ総合計画を策定

しなければなりません。 

2 総合計画は、丹波市の将来像である基本構想、これを実現するための方策を定める基本計画及

び実施計画により構成されます。 

3 総合計画は、市の政策の最上位計画であり、各分野別の計画は総合計画との整合をはからなけ

ればなりません。また、市長はこれに基づいた施策を遂行するとともに、適切な進行管理を行わな

ければなりません。 

4 総合計画の基本構想の策定にあたっては、市議会の議決を経なければなりません。 

5 総合計画の策定及び進行管理にあたっては、広く市民の参画を得るものとします。 

6 市長は、総合計画について、常に社会の変化に対応できるよう検討を加え、必要に応じて見直し

を行わなければなりません。  

追加 
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２．総合計画の位置づけ 

 

総合計画は、総合的かつ計画的な市政運営を行うため、長期的視点に立って策定する本市の

政策の最上位計画です。そして、下位に紐づく様々な分野別計画や個別計画の政策の方向性を

示しています。 

また、総合計画と関わりが深いものとして、丹波市まちづくりビジョンや丹波市人口ビジョ

ン、丹波市丹（まごころ）の里創生総合戦略があります。 

丹波市まちづくりビジョンは、都市構造の視点から、本市の「まちの姿」と「暮らしの姿」を

定め、未来に向けたまちづくりの方針を描いたものです。 

丹波市人口ビジョンでは、将来人口の推計に基づく本市の目標人口を示し、丹波市丹（まごこ

ろ）の里創生総合戦略において、本市の人口政策を分野横断的にとりまとめています。 

 

 

 

 

 

 

  

【総合計画と関連計画等】 

修正 
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３．総合計画の構成と期間 

 

（１）計画の構成 

総合計画は、基本構想・基本計画・実施計画で構成されています。 

 

基本構想 

 

   市のめざすべき将来像とまちづくりを進めるうえでの重要視点、政策を定めたものです。 

 

基本計画 

 

  基本構想に掲げる将来像を実現するため、各分野で取り組むべき施策とそれらの実現性を測る指標

を定めたものです。 

 

実施計画 

 

基本計画で示す施策について、具体的な事業や取組内容を定めたものです。 

本市では、行政評価のなかで実施し、PDCAサイクルに基づき進捗管理を行います。 

 

 

（２）計画の期間 

基本構想は、令和７（2025）年度から令和 16（2034）年度の 10年間の計画とします。 

基本計画は、前期と後期をそれぞれ５年間の計画とします。 

実施計画は、行政評価のなかで 1年間ごとにローリングする計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

令和９年度

（2027）

令和10年度

（2028）

令和11年度

（2029）

令和12年度

（2030）

令和13年度

（2031）

令和14年度

（2032）

令和15年度

（2033）

令和16年度

（2034）

基本構想

基本計画

実施計画

10年間

前期 ５年間

1年間 1年間 1年間 1年間 1年間

後期 ５年間

1年間 1年間 1年間 1年間 1年間
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４．第３次丹波市総合計画の特色 

 

（１）市民とともにつくりあげる計画 

少子高齢化・人口減少が加速化するなか、本市が将来にわたり活力を維持するうえで、市民一

人ひとりが活躍し、地域の担い手となる仕組みが、ますます重要になっています。 

計画策定過程から、アンケートやワークショップなど、将来を担う子どもたちを含め、幅広い

年代の市民に参加してもらう多様な機会を設け、たくさんの意見をいただきました。 

そして、市民を主体とする丹波市総合計画審議会が、何度も話し合いを重ねながら、行政や議

会と連携し、誰もが自分事としてまちの未来を考えられる計画となるよう策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

市内在住・在勤・在学の方を対象とし、市民ワークショップを全５回開催しました。 

延べ 129人が参加し、市の弱みや強み、未来への想いについて意見をいただきました。 

市民ワークショップ（令和５年２～３月） 

 

市民及び市内の学校に通学する小学５年生から高校生の合計 4,454 人に、住みやすさや

優先する施策などについて、意見をいただきました。 

 

回答者数…①18歳以上の市民（対象 3,300人/回答 1,229人）②市内県立高校生（対象 1,019人/回答 778人） 

③市内中学生（対象 1,556人/回答 1,209人）④市内小学校５・６年生（対象 1,102人/回答 1,027人） 

⑤Webアンケート（回答 211人） 

市民アンケート（令和４年 11～12月） 

 

市内で活躍している、医療や子育て・教育、商工・農林業などの各種分野おいて、28の

事業者・団体にこれからのまちづくりについて意見をいただきました。 

団体ヒアリング（令和５年２～３月） 

― 計画づくりには、たくさんの方に協力いただきました ― 

【総合計画の策定における組織等関係図】 
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主な市民のご意見 

市民アンケート、市民ワークショップ、団体ヒアリングの主な結果は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート 
【市民（18歳以上）】 

【高  校  生】 

【小 ・中 学 生】 

【Webアンケート】 

・居住環境について、60.0％が住みやすいと感じている一方で、14.0％が住みにくいと感じ

ています。 

・これからのまちづくりについて、医療や福祉、公共交通の充実など、誰もが安心して暮ら

すことができるまちが求められています。また、子育て世代を含む若い世代からは、子ど

もの遊び、学べる環境を整えていくことが求められています。 

・居住環境について、58.8％が住みやすいと感じている一方で、12.7％が住みにくいと感じ

ています。 

・これからのまちづくりについて、公共交通の充実やデジタル技術の活用などにより、日常

生活がより便利になるまちが求められています。 

・居住環境について、79.0％が住みやすいと感じている一方で、5.2％が住みにくいと感じ

ています。 

・これからのまちづくりについて、自然豊かな風景を守りつつ、事故や犯罪などが少なく、

安心して遊び、学ぶことができるまちが求められています。 

・居住環境について、51.1％が住みやすいと感じている一方で、22.1％が住みにく

いと感じています。 

・これからのまちづくりについて、特に子育て世代にとって住みやすく安心して

子育てのできるまちが求められています。 

市民ワークショップ 団体ヒアリング 

・丹波栗、丹波大納言小豆、丹波黒大豆など地

域資源を活用した観光促進や市民の暮らし

や学びを支える豊かな自然環境などが強み

としてあげられました。 

・少子高齢化に伴い、産業と地域の双方で担い

手が不足していることや交通手段が限定さ

れていることが弱みとしてあげられました。 

・本市の魅力である自然を活かすことや市民

が主体となったまちづくりの推進など、10

年先が幸せなまちとなるよう想いがこもっ

た提案がなされました。 

・働く意欲ある女性が安心して子育てができ

る環境整備や本市の特徴である観光施設、

農業物を活かした移住への取組などが提案

されました。 

・住民のまちづくりに対する意識を高め、皆が

丹波市に愛着を持ち、外国人市民を含めす

べての方が暮らしやすい地域づくりをめざ

すことなどが提案されました。 

・高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会

を実現するため、医療などの関係機関と連

携するとともに、交通手段の確保について

も提案されました。 

QR 

QR 

QR 

写真 

修正 
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（２）バックキャスティングでつくりあげる計画 

誰もが「丹波市に住み続けたい」「丹波市に住みたい」と思えるまちにするためには、現状や

直面している課題の延長線上にある未来だけではなく、市民が理想とする未来をしっかりとと

らえ、その実現に向けてチャレンジしていくことが大切です。 

第３次丹波市総合計画では、10 年後を見据え、市民が叶えたい理想の未来を“将来像”として

基本構想に描き、それを起点として、今できることを逆算して考える、バックキャスティングの

手法をもって策定しました。 

 

（３）市民の幸せを実現する計画 

本市は、平成 16（2004）年 11月に旧氷上郡の６町が合併して誕生し、市民が心を合わせなが

ら、新しいまちとして一歩ずつまちづくりを進め、令和６（2024）年 11 月には市制 20 周年を

迎えます。その間、ふるさとへの愛着や市民としての誇りが醸成され、“丹波市”という１つの

まちとして成熟してきました。 

まちの成熟とともに、市民一人ひとりの人生の満足度・幸福度について重視する機運が高ま

り、身体的・精神的・社会的に良好な状態にあることを意味するウェルビーイングの実現が求め

られています。 

第３次丹波市総合計画は、市民が叶えたい夢・未来に向かってアクションを起こし、また行政

がこれを支援しながら、市民のウェルビーイングを実現する計画とすることで、本市が「幸せを

実感できるまち」となることをめざします。 

  

10年後の 
理想の未来 
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５．丹波市の概要 

 

（１）位置 
本市は、兵庫県の中東部、京都府との県境に位置し、北は  

福知山市、西は朝来市・多可町、南は西脇市、東は丹波篠山  

市と接する、面積 493.21ｋ㎡、人口 61,471人（令和２年国 

勢調査）のまちです。阪神間から自動車などで１時間 30分 

から２時間圏内であり、市内南部は阪神都市圏との関わりが 

強い一方で、北部では隣接する京都府の都市との関わりが強 

くなっています。 

また、舞鶴若狭自動車道・北近畿豊岡自動車道の結節によ 

 り、京阪神エリアからのアクセスが向上したことから、本 

市は、北近畿エリアへのゲートウェイとなっています。  

 

（２）地勢・地形 
気候は、瀬戸内海型・内陸型気候に属し、年間の寒暖差、 

昼夜の温度差が大きく、秋から冬にかけては、早朝や夕方に 

「丹波霧」と呼ばれる濃い霧が発生します。 

市域の約 75％は森林です。山々に囲まれた谷底平野や盆 

地が地域の骨格を形成し、そこに広がる田園地帯に集落が 

点在しています。 

市街地に本州で最も低い中央分水界（海抜 95ｍ）があり

ます。瀬戸内海に流れる加古川と日本 

海に流れる由良川をつなぐ低地帯を「氷上回廊」と呼び、その特殊な地形が、豊かな生命や文化・ 

歴史を培ってきました。 

 

（３）歴史・沿革 
平成 16（2004）年 11月１日 旧氷上郡の６町が合併して“丹波市”が誕生 

平成 17（2005）年４月 17日 舞鶴若狭・北近畿豊岡自動車道を接続する春日 IC/JCTが開設 

平成 18（2006）年４月１日 「健康寿命日本一」を宣言 

平成 18（2006）年８月７日  国内最大級の植物食恐竜「丹波竜」の肋骨化石が発掘 

平成 22（2010）年 12月４日  丹波竜化石工房「ちーたんの館」がオープン 

平成 26（2014）年８月 16日～17日 丹波市豪雨災害の発生 

平成 29（2017）年４月２日  青垣地域４小学校が統合 

平成 30（2018）年８月 10日  ワシントン州ケント市・オーバン市と姉妹都市提携協定書締結 

平成 31（2019）年４月１日  丹波市立農（みのり）の学校が開校 

令和元（2019）年７月１日  兵庫県立丹波医療センター、丹波市健康センターミルネが開院 

令和元（2019）年 9月１日  丹波市立看護専門学校の移転・新校舎が開校 

令和元（2019）年 10月 22日 丹波市市民プラザがオープン 

令和３（2021）年３月 20日 丹波市水分れフィールドミュージアムがリニューアルオープン 

令和３（2021）年４月１日  青垣地域が過疎地域に指定 

令和４（2022）年３月 26日 道の駅「丹波おばあちゃんの里」がリニューアルオープン 

令和４（2022）年４月１日  山南地域が過疎地域に指定 

令和４（2022）年７月 21日 全日本女子野球連盟が「女子野球タウン」に認定 

令和４（2022）年 12月 27日 丹波市ゼロカーボンシティ宣言 

令和５（2023）年３月 31日 丹波市オーガニックビレッジ宣言 

令和５（2023）年４月１日  山南地域２中学校・市島地域２小学校が統合 

令和６（2024）年４月１日  市島地域２小学校が統合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新温泉町 

香美町 

豊岡市 

養父市 

朝来市 

穴粟市 

佐用町 

上郡町 

赤穂市 
相生市 

たつの市 

太子町 

姫路市 

神河町 

丹波市 

丹波篠山市 
多可町 

市川町 

福崎町 
加西市 

加古川市 
高砂市 

稲美町 

西脇市 

加東市 

小野市 

三田市 

三木市 

尼崎市 

福知山市 

西宮市 
芦屋市 

伊丹市 

宝塚市 

川西市 

猪名川町 

播磨市 

明石市 

神戸市 

淡路市 

洲本市 

南あわじ市 

京丹後市 

伊根町 

宮津市 
与謝野町 

舞鶴市 

南丹市 

亀岡市 

追加 
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６．丹波市を取り巻く社会情勢 

 

（１）人口減少・少子高齢化の進行 

日本の総人口は、平成 20（2008）年をピークに減少傾向に転じており、令和２（2020）年の

国勢調査では１億 2,623万人となっています。国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、

令和 35（2053）年には１億人を下回るなど、今後も人口減少が加速化する見通しです。 

また、人口維持の目安となる合計特殊出生率は 2.07ですが、日本は令和２（2020）年現在で

1.33 とかなり低い水準にあることを背景に、少子高齢化が急速に進んでおり、令和 22（2040）

年には約３人に１人以上が高齢者になると予測されています。 

 

（２）協働社会の形成 

日本では、産業や地域を支える人材が不足し、また、老々介護やヤングケアラーなど福祉の貧

困などが社会問題化しています。政府は、平成 30（2018）年に年齢にとらわれず意欲や能力に

応じて社会で活躍できる「エイジレス社会」の構築を提唱しました。 

また、女性や外国人、障がい者が自身の特性を活かして職場や地域のなかで活躍する場が広

まるなど、あらゆる人が、一人ひとりの生き方を認め合い、互いに支えあう多様性ある社会が形

成されようとしています。 

 

（３）ライフスタイル・価値観の多様化 

日本では、高度経済成長期以降、物質的・経済的に満たされ、昨今個人の意識は、モノの豊か

さを求める価値観から心の豊かさを求める価値観に変化してきました。また、働く意味を地位

や金銭の獲得のためではなく、自己実現の手段ととらえるなど、働くこと・生きることへの向き

合い方も多様化しています。 

そのようななか、新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、リモートワークやワーケン

ーションなど新しい働き方が広まり、暮らし方においても都市部から地方回帰への関心が高ま

るなど、人々の意識や行動は大きく変容しました。 

 

（４）経済の変動とグローバル化の影響 

日本では、少子高齢化が進むなか、産業構造に大きな変化が起こり、国内市場はますます縮小

していくことが予測されています。新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、サプライチ

ェーンが途絶えた影響で、生活物資の物価が高騰し、令和４（2022）年には、ロシアのウクライ

ナ侵攻がはじまり、その傾向にさらなる拍車がかかりました。 

不安定さが続く世界情勢のなかで、情報通信技術（ICT）の活用が進み、経済のグローバル化

や人的交流が拡大し、インバウンドの経済効果の波及や外国人労働者の増加、民間の国際交流

など、国際社会とのつながりをより深化していくこととなりました。 
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（５）高度情報社会・デジタル化の進展 

日本では、平成 28（2016）年に、国がめざすべき未来社会の姿として「Society5.0」という

人を中心とした社会の概念が提唱されました。情報通信技術（ICT）の飛躍的な発展は、生成 AI

など新たなデジタル技術の普及とともに、作業の合理化や生産性を向上させました。また、マイ

ナンバーカードの導入により身分証明や行政手続きの簡略化が進み、日常生活ではキャッシュ

レスの実装など、人々の暮らしは、より便利で快適なものになってきました。 

今後も、情報通信技術（ICT）は進化により、社会課題の解決や新しい産業の創造に貢献し、

暮らしの高度化に寄与することが期待されています。 

 

（６）安全・安心への意識の高まり 

日本では、近年局地的な集中豪雨、短時間強雨（線状降水帯）、土砂災害など自然災害が激甚

化・頻発化しています。平成 23（2011）年には東日本大震災、令和６（2024）年には能登半島

地震が未曾有の被害をもたらし、多くの命が失われることとなりました。国では、南海トラフの

巨大地震に備え、被害想定や減災目標を盛り込んだ基本計画の見直し進めているところです。 

そのようななか、既存インフラの老朽化や耐震化への国土強靭化対策、社会経済活動の維持が 

一層重要度を増しており、安全・安心な暮らしへの関心が高まっています。 

 

（７）地球環境問題への対応 

地球温暖化や大気・土壌・海洋汚染などの環境問題は、地球規模で私たちの暮らしに影響を与

えており、将来への対策が大きな課題となっています。令和２（2020）年 10月には、政府が令

和 32（2050）年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロにするカーボンニュートラルをめざすこ

とを宣言しました。 

また、太陽光など再生可能エネルギーの普及といった、持続的な経済活動と環境維持を両立

させる取組として、グリーン・トランスフォーメーション（ＧＸ）を進める動きが注目されてい

ます。 
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７．将来人口の推計 

 

全国的に人口減少下にある日本において、本市も例外ではなく、昭和 60（1985）年の 74,103

人以降、減少傾向で推移しており、令和２（2020）年には 61,471人と 17.1％減少しています。 

国立社会保障・人口問題研究所の将来推計では、今後も減少傾向で推移し、令和 22（2040）

年には５万人を下回り 47,426人、令和 42（2060）年には 33,595人となる見込みであり、令和

２（2020）年比較で 45.3％も減少することが見込まれています。 

第３期丹波市人口ビジョンにおいて、合計特殊出生率を上昇させる自然増に関する条件と大

学等進学・就職期の社会減を 20代・30代で回復させる社会増に関する条件の２点の目標条件を

設定し、令和 42（2060）年の目標人口を 38,000人としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総人口・0～４歳人口の推移と年齢区分の割合（推計人口） 

 

（国勢調査） 

総人口・0～４歳人口の推移と年齢区分の割合（目標人口） 

QR 
＜参考資料＞ 

第３期丹波市人口ビジョン 

 

 

修正 

追加 
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８．都市構造 

 

都市構造は市民の生活の重要な基盤であり、住み慣れた地域で住み続けていくために、必要

な行政サービスや生活サービスの維持、商工業や観光、農業の振興、無秩序な開発行為の防止な

どに貢献し、暮らしの豊かさを実現します。 

本市では、少子高齢化・人口減少の加速化が見込まれるなか、都市経営を持続しながら市民の

暮らしを守り、まちの活力維持・向上に向けて、全市的な都市機能の配置など、都市構造におけ

るまちづくりの方針を「まちの姿」と「暮らしの姿」として示しています。 

 

 

 

【まちの姿】  

市の中心部には、全市的な都市機能の一定の集積が見られるとともに、それぞれの地域には、

自然・田園環境と調和したまちなみと日常生活に必要な生活環境が維持され、全市的に都市機

能の役割分担が明確化されています。  

 

【暮らしの姿】  

市民は、夢と希望と誇りを持って住み慣れた地域で暮らし続ける中で、 必要な時には市の中

心部に出掛け、集積された都市機能サービスを手に入れることができます。 

 

 

 

 

 

 

  

市の中心部に全市的で高度な都市機能の一定の集積、立地を

図ります。 

まちづくりの方針 

都市機能を保全する３つのエリア 

暮らしに必要な行政窓口・生活サービス・医療・福祉機能や地域特性を活かした生業を支える機能

などを維持・充実させ、周辺地域も含めた生活機能サービスの提供を図ります。 

都市機能の集積を誘導するエリア 

QR 

＜参考資料＞ 

丹波市まちづくり 

ビジョン 

 

 

都市計画マスター 

プラン 

QR 

追加 
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９．丹波市の総合的課題 

 

（１）人口減少・少子高齢化に対応する社会の形成 

子どもから高齢者まで、誰もがいつまでも安心して暮らしていけるよう医療や介護、福祉を

充実させていくことが求められています。 

また、困ったときに支えあえる人のつながりを広めていく必要があります。 

 

（２）次代を担う子どもたちの育成 

子どもたちの生きる力やふるさとへの愛着を育むことが求められています。 

ふるさと学やキャリア教育、情報教育、国際理解教育などをさらに推進していく必要があり

ます。 

 

（３）人権の尊重と多様な主体の活躍 

子どもや女性、高齢者、障がい者、外国人市民など、多様な人材が個々の能力を十分に発揮で

きることが求められています。市民の人権意識を醸成し、多様性を認めあう社会基盤の構築や

意思決定の場への子どもや女性の参画を推進していく必要があります。 

 

（４）若い世代・女性に選ばれるまちの魅力の創造 

働き方、子育て、居住スタイル、コミュニティへの参加など、若い世代が自分らしいライフス

タイルを叶えられることが求められています。少子化が進むなか、特に女性が働きやすく、暮ら

しやすい環境づくりやサービスを展開し、地方回帰を促進する必要があります。 

 

（５）デジタル技術の活用 

人材不足の解消や快適・便利な暮らしの発展のため、デジタル技術の活用の範囲が広まって

いくことが求められています。まち全体のデジタル基盤整備、デジタル技術活用を進めるとと

もに、高齢者などサービスの利用者側の支援をしていく必要があります。 

 

（６）安全・安心な暮らしの確保 

市民一人ひとりが普段から防災・減災に取り組み、地域の安全・安心を守るコミュニティを形

成するための活動を支援していく必要があります。 

また、公共施設やインフラなど、市民の暮らしを守る生活基盤を整備する必要があります。 

 

（７）環境にやさしいまちの実現 

市の豊かな自然環境や生物多様性を守り、次代につないでいくことが求められています。 

再生可能エネルギーの利用やごみの減量化・再資源化など、脱炭素社会・循環型社会に向けた

取組をさらに進展させていく必要があります。 

 

追加 
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 基本構想 
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１．将来像 

 

将来像は、未来への願いを込めて、10年後にめざすまちの姿をあらわしたものです。 

市民や事業所、行政、大人から子どもまで、みんなのまちづくりの合言葉として定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

まなび  

子どもから大人まで、あらゆることに関心を持ち、意欲を持って生涯学び続け、自らの経

験や気づきを活かし、互いに成長しあえるまちをつくります。 

人口減少下においても、市民一人ひとりの力が磨かれ、次世代を担う人材が育つまちをつ

くります。 

 

ときめく 

市民が主役となり、自らの力を発揮して実現したい暮らしをデザインするまちをつくりま

す。 

丹波市ならではの伝統・文化などを感じ、わくわくする暮らしの魅力にあふれ、市民にと

っていつまでも「住み続けたい」まちであり、市外の人からも選ばれるまちをつくります。 

 

丹（まごころ）の里 

あいさつや相手を思いやる気持ちに込められる“まごごろ”が、子どもたちに引き継がれ、

互いに支えあうまちをつくります。 

人のやさしさや緑豊かな自然などが守られ、ふるさとへの愛着や誇りが育まれるまちをつ

くります。 

     

しあわせ輝く みんなの未来へ 

市民・地域、事業者、行政が同じ目標を見据え、多様な考えを認めあい、誰もが幸せを実

感できるまちをつくります。 

  

まなび ときめく 丹（まごころ）の里 

～しあわせ輝く みんなの未来へ～ 

将来像 

将来像に込める想い 

修正 
追加 
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２．将来像を実現するための重要視点 

 

将来像の実現に向けて、計画全体のあらゆる分野において、共通して意識するべき重要な視

点を定め、まちづくりに取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要視点 

人口減少を抑制する取組だけでなく、人口減少に柔軟に対応しながら暮らしの充実を図り、持続可能な

まちを維持できるよう備えます。 

人口減少社会への対応・備え １ 

子どもから大人まで、誰もが生涯を通じて学び続け、課題解決に向け主体的に行動し、あらゆる分野を

支えていく、活躍人材を育成します。 

まちの未来を担う人の育成 ２ 

互いの個性や価値観を尊重し、多様な人材が関わりあいながら、日々の暮らしのなかで「幸せを実感で

きるまち」を実現します。 

市民・地域・将来世代のしあわせの実現 ３ 

めまぐるしい社会情勢の変化に対応し、新しい時代を見据えて、人やモノ、カネを適切に投資していきま

す。これまでの考え方や発想にとらわれず、積極的に新しいことに挑戦します。 

新たな時代への投資・挑戦 ４ 

ふるさとの豊かな自然や景観、人の温かさなど、これまで引き継いできたこと、これからも変わらないでほ

しいものをしっかりと守り、次代につないでいきます。 

ふるさと丹波市らしさの継承 ５ 

自然災害など予測できない事態にも、暮らしの安全・安心を守るため、強固なまちの構造や柔軟に対応

していけるコミュニティを形成します。 

災害に強くしなやかなまちの形成 ６ 

食や伝統・文化、農業などを支えてきた、多様な生き物が住む豊かな自然環境を守り、次代につないで

いきます。 

多様な生き物を育む環境の保全 ７ 

追加 

修正 
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３．施策の体系 

  

※資料 1－2 参照 
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４．総合計画の推進に向けて 

 

丹波市自治基本条例では、市民・地域、事業者、行政が、それぞれの役割と責務を自覚し、

同じ目線で協力し、住みよいまちをつくることが定められています。 

将来像を実現するために、市民・地域、事業者が市政運営に自主的・主体的に関心を持って

参画するとともに、行政と対話し、情報や目的の共有を図りながら、それぞれの主体が持つ能

力を発揮し、成果をあげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

参画とは 協働とは 

役割と責務を自覚し、自ら率先してまち

づくりに携わり、貢献することです。 

同じ目標を持って、協力・連携しあい、一 

体となって課題の解決に取り組むことです。 

 

【市民・地域、事業者、行政の役割】  ○積極的な地域活動への参加 

○身近な地域課題の解決 

○組織・コミュニティづくり 等 

 ○市政運営・公共サービスの提供 

○市民、地域、事業者の活動支援 

○まちづくりに関する情報提供 等 

 ○経済活性・民間サービスの提供 

○社会貢献活動の実施 

○専門分野を活かした知識サービ

ス、人材の提供・育成   等 

課題の把握と 

目的の共有 

丹波市自治基本条例 

QR 

QR 

互いに認めあい 

理解に努める関係性 

将来像の実現 

市民・地域 

の役割 

事業者 

の役割 

行政 

の役割 

評価と見直し 

相互補完と 

相乗効果 

参画と協働の指針 

修正 

修正 



 

 


